
オフセット・クレジット(Ｊ-ＶＥＲ)制度案 

に対する意見募集結果について 

 

平成 20 年 11 月  

市場メカニズム室  

 

 

１． パブリックコメント実施期間 

 平成 20 年 10 月 24 日～平成 20 年 11 月６日 

 

 

２． 提出された意見数 

 合計 27 団体、85 件 

 

 

３． 主な意見提出者 

    経済団体：電気事業連合会、日本ガス協会 

企業：東京電力、関西電力、東京ガス、大阪ガス、東邦ガス、西

部ガス、ローソン、凸版印刷、諸戸ホールディングス、日本

ユニシス、エヌケイケイ、KPMG あずさサステナビリティ、

日本技術開発、農学研センター、デザイニング、シ―バラン

ス 

自治体：北海道、大阪府 

       ｵﾌｾｯﾄ･ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ：リサイクルワン、PEAR カーボンオフセット・イニシアティ

ブ、モア・トゥリーズ、エコノス、カーボンフリーコンサル

ティング 

     その他：日本公認会計士協会、コンベンション札幌ネットワーク  

 

 

４． 主な意見 

（１）オフセット・クレジット（J-VER）制度実施規則（案）について 

① 実施規則策定にあたっての基本的な考え方について 
・本制度の主旨及び本制度によって創出されるクレジットの用途につ

いて明確にするべき。等 

 

 



② プロジェクト申請の流れとルールについて 
・ポジティブリスト、適格性基準及び方法論の更新方法・スケジュー

ル如何。 

・温室効果ガス排出削減・吸収量の算定方法について、過去排出量と

比較する方法は削減効果を適切に評価できないため削除するべき。 

・プロジェクトの申請等にかかる手数料及び検証費用如何。 

・ダブルカウントの防止策について明記すべき。等 

 

（２）オフセット・クレジット（J-VER）制度におけるポジティブリスト（案）

について 

・個別のプロジェクトについてポジティブリストに追加するべき。等 

 

（３）オフセット・クレジット（J-VER）の排出削減・吸収量の算定及びモニ

タリングに関する方法論（案）について 

・系統電力の CO2 排出係数のデフォルト値の数値及び考え方を明らか

にすべき。等 

 


